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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

９月定例会の主な内容

３日招集・会期２５日間

平成２４年度決算の認定
一般会計補正予算など原案可決

　平成２５年第３回定例会が９月３日招集され、２７日

までの２５日間の会期で開かれました。

　白川市長から各会計の平成２４年度の決算の認定１３

件と一般会計補正予算として、歳入・歳出予算の総

額に２億７，８９６万円を追加し、総額を２７１億４，５４３

万４千円とすることのほか、特別会計補正予算が４

件、専決処分の承認が１件、条例改正が１件、条例

制定が１件、指定管理者の指定が１件、工事請負契

約の締結が３件の計２５議案が提出され議案の提案理

由の説明がありました。

　９・１０日の２日間一般質問が行われ市当局の考え

をただしました。

　議案および陳情１件は委員会付託され、決算審査

特別委員会は１１日から１３日に、各常任委員会は１８日

から２０日にかけて慎重に審査を行いました。

　また、最終日の２７日、追加議案として９月４日の

集中豪雨により災害が発生したため、平成２５年度観

音寺市一般会計補正予算（第４号）の１議案が提出

されました。

　議案は建設経済常任委員会に付託され、ただちに

委員会を開催し、慎重に審査を行いました。

　本会議では、各常任委員会の委員長から付託され

た議案などの審査結果の報告があり、採決の結果す

べての市長提出議案を原案のとおり認定・承認・同

意・可決しました。

　また、議会提出議案、意見書案、決議案も慎重に

審査が行われ、全て可決されましたが、陳情につい

ては不採択でした。

　なお、審議結果は、１３ページ「審議した議案等と

その結果」のとおりです。

詫 間　 茂
（民政クラブ）

・東小学校の跡地利用について
・健康産業の認定制度について
・競輪場バンク・宿舎の活用につい

て
●クラボウ跡地に建設されている教

育・保育施設について

立 石　 隆 男
（民政クラブ）

●公共施設について
・のりあいバスについて

大久保隆敏
（市民クラブ） ●道路網の整備について

大 平　 直 昭
（民政クラブ）

●超高速ブロードバンドの整備につ
いて

・地籍調査事業の成果に関する地図
修正補助金について

石 山　 秀 和
（ 公 明 党 ）

・瀬戸内国際芸術祭・伊吹島夏会期
開催について

●投票環境の改善について
・空き家対策について
・仮称「観音寺ものづくりブランド

認証制度」について

篠 原　 重 寿
（社会民主党）

・財政運営について
●児童虐待防止について

友 枝　 俊 陽
（市民フォーラム）

・青少年スポーツの振興について
●交通安全対策事業について

安 藤　 清 高
（日本共産党）

・４年間の市政運営の取り組みと教
訓について

●今後の市政への新たな基本的考え
方について

伊 丹　 準 二
（民政クラブ）

・瀬戸内国際芸術祭の総括について
●新市の一体感の醸成について
・大型プロジェクトについて

安 藤　 康 次
（ 無 所 属 ）

●学校再編整備について
・放課後児童クラブについて

安 藤　 忠 明
（ 公　 明　 党 ）

・市民会館の会議室について
・瀬戸内国際芸術祭について
●農業振興地域の除外について

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

・徳育教育について
・土曜日授業の復活の提案について
・中小企業振興基本条例について
・ふるさと納税について
・核家族化の弊害について
●三豊市、四国中央市などの周辺地

域との連携強化について
・共生社会の重要性について

一般質問項目表個人質問

●印については、質問と答弁の内容を
　次ページ以降に掲載しています。
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９
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の
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一
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審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　「
観
音
寺
市
総
合
振
興
計

画

　後
期
基
本
計
画
」
の
中
で

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
利
用

可
能
世
帯
の
割
合
の
目
標
値
を

平
成
２９
年
度
１
０
０
％
と
し
て

い
る
が
、
現
在
の
整
備
状
況
は
。

ま
た
整
備
が
進
ん
で
い
る
県
内

他
市
町
を
参
考
に
、
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
民
間
通
信
事
業
者
が
整
備

を
進
め
て
き
た
。
今
年
度
整
備

さ
れ
る
豊
浜
、
大
野
原
地
区
の

一
部
を
含
め
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
の
世
帯
カ
バ
ー
率
は
約
６７
％

と
な
る
。
木
之
郷
、
大
野
原
、

伊
吹
の
３
つ
の
交
換
局
、
お
よ

び
豊
浜
局
の
一
部
の
エ
リ
ア
で

未
整
備
の
地
域
が
あ
る
。
超
高

速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
は
、

県
内
の
各
市
町
で
も
か
な
り
進

ん
で
き
て
お
り
、
本
市
に
お
い

て
も
、
未
整
備
地
区
の
情
報
通

信
基
盤
の
整
備
に
向
け
て
早
急

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
今
後
と
も
、
民

間
の
電
気
通
信
事
業
者
に
対
し
、

市
内
全
域
へ
の
整
備
を
要
望
し

て
い
く
と
と
も
に
、
他
市
町
の

　
　
　統
合
小
学
校
の
校
舎
は

想
定
さ
れ
る
最
大
震
度
の
地
震

に
耐
え
う
る
建
物
と
な
っ
て
お

り
、
児
童
・
園
児
は
も
と
よ
り

近
隣
住
民
の
一
時
避
難
場
所
と

し
て
、
浸
水
予
想
値
よ
り
高
所

で
あ
る
２
階
、
３
階
へ
の
一
時

避
難
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
さ
ら
に
日
ご
ろ
か
ら
の

防
災
教
育
が
重
要
で
あ
る
と
思

う
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ソ

フ
ト
面
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

県
が
策
定
す
る
新
し
い
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、

市
と
し
て
要
望
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
は
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　以
前
に
は
、
将
来
に
わ

た
り
市
有
資
産
を
適
正
に
利
活

用
す
る
に
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
、
全
庁
的
・
統
一
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
答
弁
さ
れ
た
。
公
共

施
設
の
現
況
調
査
を
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
合
併

１０
年
の
２
年
後
に
は
、
本
庁
舎

・
市
民
会
館
な
ど
の
大
き
な
公

共
施
設
も
完
成
す
る
。
公
共
施

設
な
ど
の
在
り
方
に
つ
い
て
見

直
す
時
期
が
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
本
市
の
公
共

施
設
な
ど
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　現
在
は
、
各
施
設
の
現

状
を
詳
細
に
把
握
し
、
施
設
の

適
正
配
置
、
長
寿
命
化
、
多
機

能
化
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
維
持
管
理
費

や
補
修
状
況
、
利
用
状
況
な
ど

の
情
報
収
集
や
分
析
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　公
共
施
設
は
、
配
置
や
利
用

状
況
、
老
朽
化
、
耐
震
補
強
の

必
要
性
な
ど
、
総
合
的
な
観
点

か
ら
、
在
り
方
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
、
本
市

の
公
共
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

の
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、

検
討
を
進
め
、
市
民
の
意
見
を

聴
く
中
で
、
総
合
的
な
方
針
を

定
め
て
い
く
。

　
　
　現
在
国
道
１１
号
で
終
点

と
な
っ
て
い
る
、
市
道
醍
醐
坊

線
を
南
東
方
向
の
県
道
観
音
寺

佐
野
線
へ
延
長
し
、
丸
井
、
花

稲
、
山
田
の
市
内
産
業
団
地
間

を
結
ぶ
産
業
道
路
と
し
て
の
整

備
を
提
案
す
る
。
産
業
発
展
の

た
め
に
必
要
と
思
う
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　市
道
醍
醐
坊
線
は
市
道

観
音
寺
大
野
原
線
の
花
稲
北
地

区
と
国
道
１１
号
の
十
三
塚
地
区

を
結
び
、
花
稲
工
業
団
地
や
山

田
産
業
団
地
へ
の
通
勤
と
、
物

流
の
円
滑
化
を
目
的
と
し
て
、

平
成
２０
年
度
に
完
成
し
た
路
線

で
あ
る
。

　提
案
の
区
間
は
、
市
道
醍
醐

坊
線
の
国
道
１１
号
交
差
点
と
県

道
観
音
寺
佐
野
線
の
残
水
自
治

会
付
近
を
結
び
、
現
在
幅
員
３

ｍ
の
市
道
残
水
十
三
塚
線
が
一

部
重
複
し
て
お
り
、
大
野
原
、

中
姫
、
萩
原
方
面
か
ら
で
あ
れ

ば
花
稲
工
業
団
地
、
山
田
産
業

団
地
へ
は
最
短
距
離
で
結
ば
れ

る
区
間
で
あ
る
。

　産
業
道
路
と
し
て
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
市
道
醍
醐
坊
線
が

完
成
し
５
年
が
経
過
す
る
中
で
、

各
産
業
団
地
間
の
物
流
や
隣
接

の
三
豊
市
方
面
か
ら
の
物
資
や

人
の
移
動
、
お
よ
び
現
在
整
備

中
の
県
道
観
音
寺
佐
野
線
の
整

備
状
況
を
踏
ま
え
、
整
備
の
必

要
性
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
い
。

　
　
　自
治
会
連
絡
協
議
会
の

要
望
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望

や
日
々
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し

て
い
る
先
生
方
の
安
全
な
土
地

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も

む
な
し
く
、
建
物
部
分
だ
け
床

面
を
９６
㎝
に
か
さ
上
げ
を
し
た

だ
け
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

浸
水
地
域
に
建
設
が
進
ん
で
い

る
。
い
ま
だ
に
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
新
施
設
は
本
当
に

安
全
な
の
か
、
防
災
拠
点
と
し

て
避
難
所
と
し
て
大
丈
夫
な
の

か
と
新
施
設
へ
の
不
安
を
持
っ

て
い
る
。
市
と
し
て
絶
対
に
安

全
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
市

民
の
不
安
を
取
り
除
く
手
だ
て

を
と
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
い

か
が
か
。

答
弁

質
問

　
  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

詫
間 

　
茂

ク
ラ
ボ
ウ
跡
地
に
建
設
さ
れ

て
い
る
教
育
・
保
育
施
設
に

つ
い
て

立
石
　隆
男

大
久
保
隆
敏

公
共
施
設
に
つ
い
て

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

大
平
　直
昭

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

整
備
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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議
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の
結
果

　
　
　合
併
当
初
の
地
域
間
の

不
均
衡
を
合
併
後
５
年
を
め
ど

に
是
正
す
る
と
し
た
1
市
２
町

の
申
し
合
わ
せ
以
来
す
で
に
８

年
を
経
過
し
た
。「
新
市
の
一
体

感
の
醸
成
」
と
よ
く
言
わ
れ
る

が
、
現
在
の
本
市
は
目
的
を
達

し
て
い
る
の
か
。

　例
え
ば
、
自
治
会
へ
の
助
成

の
差
異
、
幼
稚
園
で
の
給
食
の

有
無
な
ど
。

　地
域
間
の
不
満
は
、
そ
の
原

因
を
同
時
に
解
決
す
る
こ
と
で
、

早
晩
解
消
す
る
と
信
じ
る
が
、

違
っ
た
形
の
併
在
は
、
い
つ
ま

で
も
異
質
な
物
の
存
在
を
認
め
、

一
体
感
に
は
程
遠
い
と
思
わ
れ

る
が
い
か
が
か
。

　
　
　合
併
以
来
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
新
市
の
一
体
感
の
醸

成
に
努
め
て
き
た
が
、
い
ま
だ

統
一
さ
れ
て
い
な
い
制
度
や
案

件
、
組
織
団
体
も
残
っ
て
お
り
、

各
分
野
の
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

制
度
面
、
組
織
面
で
の
統
一
は

必
要
で
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
、
市
全
域
が
自
分
の
街
と

い
う
意
識
と
愛
着
を
持
て
る
よ

う
、
各
分
野
で
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

　
　
　①
全
国
の
虐
待
相
談
件

数
は
、
こ
こ
１０
年
余
り
で
３
・

５
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
市
の

最
近
３
カ
年
の
相
談
状
況
は
。

②
児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、
国

民
に
子
ど
も
を
救
う
義
務
・
責

務
を
課
し
て
い
る
。
市
民
か
ら

の
虐
待
に
つ
い
て
の
通
報
と
対

応
状
況
。
③
相
談
件
数
の
増
加

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
人
員

増
を
含
め
き
っ
ち
り
と
し
た
体

制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　①
身
体
的
、
心
理
的
虐

待
は
そ
れ
ぞ
れ
１０
ケ
ー
ス
前
後

と
大
き
な
変
動
は
な
い
。
た
だ
、

養
育
放
棄
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
は

平
成
２２
年
度
３２
件
、
平
成
２３
年

度
２４
件
、
平
成
２４
年
度
が
５７
件

と
大
き
く
増
え
て
い
る
。
②
啓

発
活
動
に
よ
り
、
近
隣
や
知
人
、

ま
た
、
家
族
な
ど
か
ら
の
通
報

が
増
え
て
い
る
。
そ
の
場
合
、

県
と
共
に
対
応
し
た
り
、
市
相

談
員
・
保
健
師
が
対
応
す
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
４８
時

間
以
内
に
家
庭
訪
問
し
、
指
導

し
て
い
る
。
③
現
在
、
家
庭
児

童
相
談
員
１
名
と
保
健
師
が
携

わ
っ
て
い
る
。
最
近
、
相
談
件

数
の
増
加
と
内
容
が
複
雑
化
し

て
い
る
た
め
、
相
談
員
、
保
健

師
の
精
神
的
な
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
職
員

の
健
康
管
理
や
増
員
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　本
年
、
県
で
は
交
通
死

亡
事
故
２
年
連
続
ワ
ー
ス
ト
１

位
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
交
通

死
亡
事
故
抑
止
総
合
対
策
事
業

と
し
て
交
通
安
全
施
設
の
重
点

整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
市

で
も
一
旦
停
止
の
カ
ラ
ー
線
化

や
緑
色
や
青
色
で
注
意
を
促
す

箇
所
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
カ
ラ
ー

線
化
や
高
輝
度
標
識
を
望
む
声

が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

な
対
応
と
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど

の
交
通
弱
者
対
策
、
交
差
点
や

夜
間
の
事
故
抑
止
対
策
な
ど
、

身
近
な
道
路
の
安
全
性
を
い
っ

そ
う
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
、
自
治
会
や
学
校
関
係
者
の

要
望
や
意
見
を
踏
ま
え
た
中
で

所
管
の
観
音
寺
警
察
署
に
対
し
、

さ
ら
に
拡
充
し
て
も
ら
え
る
よ

う
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　「
あ
な
た
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
」
と
い
う
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

特
に
市
政
の
中
で
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
の
要
望
に
つ
い
て
伺

う
。

①
合
併
の
一
体
感
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
②
国
保
税
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
③
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
待
機
者
の
解
消

の
た
め
の
増
設
に
つ
い
て
④
学

校
給
食
に
地
産
地
消
の
拡
大
を

⑤
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い
て

　
　
　①
ま
だ
理
解
い
た
だ
け

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
説
明

を
し
て
い
く
。
②
国
保
財
政
は

厳
し
い
状
況
で
今
後
と
も
国
の

国
庫
負
担
の
増
額
を
要
望
し
て

い
く
。
③
介
護
付
有
料
老
人
ホ

ー
ム
２
施
設
６０
床
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
１
施
設
２９
床
の
増

床
を
予
定
し
て
い
る
。
④
地
場

産
物
活
用
状
況
は
、
４２
％
で
さ

ら
に
利
用
促
進
を
図
る
。
⑤
新

規
就
農
者
、
営
農
集
団
、
集
落

営
農
、
農
業
法
人
な
ど
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
集
積

・
有
効
利
用
を
図
り
耕
作
放
棄

地
の
解
消
対
策
を
進
め
て
い
く
。

先
行
事
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、

国
な
ど
の
補
助
制
度
の
活
用
や

民
間
電
気
通
信
事
業
者
へ
の
支

援
な
ど
、
整
備
実
現
に
向
け
て

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。　

　
　投
票
所
へ
の
メ
モ
の
持

ち
込
み
に
つ
い
て
、
選
挙
管
理

委
員
会
の
見
解
と
今
後
の
選
挙

に
対
す
る
対
応
を
伺
う
。

　
　
　公
職
選
挙
法
に
お
い
て

は
、
メ
モ
な
ど
の
持
ち
込
み
を

禁
止
し
た
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
選
挙
人
が
自
ら
の
た
め

の
メ
モ
を
投
票
所
に
持
ち
込
む

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

メ
モ
と
し
て
常
識
を
超
え
る
必

要
以
上
に
大
き
な
紙
に
書
い
た

も
の
で
の
、
選
挙
運
動
ま
が
い

の
行
為
、
投
票
所
の
秩
序
を
乱

す
行
為
、
ま
た
、
他
人
の
投
票

に
干
渉
し
た
り
、
特
定
候
補
へ

の
投
票
を
呼
び
掛
け
た
り
す
る

行
為
は
、
公
職
選
挙
法
２
２
８

条
の
「
投
票
干
渉
罪
」
な
ど
の

法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
慎
重
な
対
応
を
し
て
い
く
。

併
せ
て
、
メ
モ
な
ど
の
表
示
物

が
記
載
台
に
残
さ
れ
な
い
よ
う

注
意
を
図
っ
て
い
く
。

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

安
藤
　清
高

今
後
の
市
政
へ
の
新
た
な
基

本
的
考
え
方
に
つ
い
て

質
問

質
問

友
枝
　俊
陽

交
通
安
全
対
策
事
業
に
つ
い
て

篠
原
　重
寿

石
山
　秀
和

質
問

質
問

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

投
票
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

伊
丹
　準
二

新
市
の
一
体
感
の
醸
成
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　平
成
２６
年
４
月
か
ら
幼

稚
園
に
お
け
る
３
歳
児
保
育
を

実
施
し
て
い
な
い
の
は
、
一
ノ

谷
、
豊
田
幼
稚
園
の
み
と
な
り
、

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
不
公

平
感
が
出
る
。
そ
れ
ら
の
幼
稚

園
に
お
け
る
実
施
に
つ
い
て
伺

う
。
併
せ
て
、
市
立
幼
稚
園
を

観
音
寺
北
部
地
域
、
南
部
地
域
、

大
野
原
、
豊
浜
の
４
園
に
再
編

統
合
す
る
と
し
た
学
校
再
編
整

備
の
答
申
に
基
づ
き
、（
新
）
観

音
寺
幼
稚
園
が
来
年
開
園
す
る
。

南
部
地
域
い
わ
ゆ
る
一
ノ
谷
、

豊
田
、
柞
田
幼
稚
園
の
統
合
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　一
ノ
谷
、
豊
田
２
園
の

３
歳
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
柞

田
幼
稚
園
を
含
め
た
幼
稚
園
の

再
編
構
想
を
も
考
慮
し
た
中
で

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
一
ノ
谷
、

豊
田
、
柞
田
幼
稚
園
の
統
合
に

つ
い
て
は
、
市
立
学
校
等
再
編

基
本
方
針
の
統
廃
合
の
プ
ラ
ン

の
中
で
、
設
置
場
所
の
検
討
が

重
要
と
な
り
、
決
定
後
速
や
か

に
事
業
着
手
で
き
る
よ
う
総
合

的
に
準
備
を
進
め
る
と
あ
る
。

３
園
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
国

の
子
ど
も
園
構
想
が
現
在
で
も

不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
園

児
数
の
推
移
や
施
設
の
安
全
性

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
総
合
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　こ
こ
数
年
前
か
ら
、
農

地
転
用
が
厳
格
に
な
っ
て
苦
慮

し
て
い
る
と
の
声
を
聞
く
。
調

べ
て
み
る
と
、
農
業
振
興
地
域

の
除
外
の
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
条

件
が
付
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。　

　
　県
に
お
い
て
は
、
農
村

振
興
局
長
通
知
の
趣
旨
を
踏
ま

え
て
農
政
第
５
８
５
１
７
号
の

判
断
基
準
に
お
い
て
運
用
さ
れ

て
い
る
。
農
振
除
外
に
関
し
て

は
、
細
か
い
判
断
基
準
が
設
け

ら
れ
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
変

わ
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
申
請
書
を
受
理
す
る
場

合
に
は
県
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

判
断
基
準
を
尊
重
し
つ
つ
申
請

書
を
受
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
　三
豊
市
、
四
国
中
央
市
、

三
好
市
は
、
気
候
、
文
化
の
似

た
地
域
で
あ
り
、
古
く
か
ら
つ

な
が
り
も
深
く
、
市
民
の
生
活

圏
で
あ
り
、
連
携
を
持
つ
こ
と

は
大
切
だ
と
考
え
る
。

　連
携
強
化
の
大
き
な
目
的
は
、

交
通
の
要
所
を
背
景
に
、
道
州

制
を
見
据
え
た
中
心
を
担
え
る

地
域
づ
く
り
。
比
較
的
災
害
が

少
な
く
、
温
暖
な
気
候
を
背
景

に
し
た
定
住
の
促
進
。

　地
域
の
魅
力
を
強
力
に
発
信

す
る
こ
と
に
よ
る
交
流
人
口
の

増
加
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
に
は
、
今
以
上
の

取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
市
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
伝
統
や

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る

市
民
間
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、

交
通
や
施
設
、
主
要
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
観
光
な
ど
の
行
政
間
の

つ
な
が
り
を
よ
り
一
層
深
め
、

共
生
地
域
と
し
て
発
展
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
、
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　今
後
と
も
市
民
間
の
交

流
が
広
が
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
く
。
行
政
と
し
て
も
地
理
的

条
件
、
気
象
的
条
件
を
活
か
し

な
が
ら
、
本
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
周
辺
地
域
と

連
携
を
図
り
、
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

答
弁

五
味
　伸
亮

三
豊
市
、
四
国
中
央
市
な
ど

の
周
辺
地
域
と
の
連
携
強
化

に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

安
藤
　忠
明

農
業
振
興
地
域
の
除
外
に
つ
い
て

質
問

安
藤
　康
次

学
校
再
編
整
備
に
つ
い
て

質
問

子ども議会が開催されます
　市内１３の小学６年生の代表児童２２人が模擬議会を行います。

　子ども議会は児童の立場で行政や地域社会について日ごろ

から思っていることを質問し、市長や教育長などから直接答

弁を聞くことで、よりいっそう地域の事柄について関心を持

ち、ふるさとを愛する心や地域の将来を考える力を育てよう

と実施するものです。

１２月２５日（水）午前９時から

市議会議事堂（本庁４階）

「元気な街でくらすために」

　　～ＬＯＶＥ観音寺のきもち～

観音寺中央ライオンズクラブ

観音寺市教育委員会

日　時

場　所

主　催

協　賛

テーマ
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議会の活性化および議員活動に活かすために、下記の内容で視察研修を実施しました。

平成２５年５月２１日（火）～２３日（木）

●福井県坂井市【まちづくり基本条例について】
　制定の目的：住民自治の拡充を図りながら、協働
のまちづくりや住民自治に関する理念・原則などを
定めたルールを示し、個性あるまちづくりを進める。
課題としては、市民に趣旨を理解してもらえていな
い。今後、さまざまな手法を活用し、ＰＲするとと
もに、まちづくりにも積極的な参加を呼び掛ける。

●富山県氷見市【移住・定住促進の取り組みについて】
　定住人口の増加と人口流出の抑制を図り、活力あ
るまちづくりを推進するための施策。
　取組内容：住宅団地造成業者への補助。若者及び
市外からの転入者への住宅取得支援。田舎暮らし体
験ゲストハウス（生活体験施設）

●石川県金沢市【広聴・広報の取り組みについて】
　ＳＮＳを使った双方向のコミュニケーションによ
り、行政への理解を深める。
　取組内容：フェイスブック・ツイッタ―・市政紹
介動画「いいＭｏｖｉｅかなざわ」を活用し、市の
情報発信力の強化と金沢のまちのブランドイメージ
を高める取り組み。

●石川県加賀市【予算編成の透明化（見える化）について】
　各課の予算要求段階から予算案の作成までの状況を公表し、市政に対する理解と
信頼を深めることを目的としている。
　市の主な事業を市民目線で評価し、その結果を基に予算化作業に取り掛かる。編
成作業の節目に市のホームページにて公表し、意見を募集。

委員長　篠原重寿、副委員長　安藤康次
委　員　大賀正三、大久保隆敏、原　俊博、大矢一夫、井上浩司、大平直昭

平成２５年５月２１日（火）～２３日（木）

●新潟県長岡市  【子育ての駅運営事業について】
　長岡市は雪国であるため、冬場の子どもの遊びが
少ないという声が多く、子育て相談や親同士の交流
の場が求められていたことから、子育て機能を兼ね
備えた全天候型屋根付き施設「子育ての駅てくて
く」などを整備し成果をあげている。

●新潟県柏崎市  【文化会館アルフォーレについて】
　市民の芸術文化活動の中核施設として市民に親し
まれ、にぎわいを創出する場として柏崎の誇れる施
設になっている。

●千葉県市川市  【健康都市の取り組みについて】
　健康都市プログラム、健康都市推進講座、還暦式、
いきいき健康教室の４テーマについて詳細な説明を
受けた。特にいきいき健康教室については多数の参
加があり、健康長寿に大いに貢献している。

委員長　西山正勝、副委員長　詫間　茂
委　員　秋山忠敏、高橋照雄、黒川健太郎、安藤清高、
　　　　石山秀和、友枝俊陽

日　　時

場所・事項

参  加  者

日　　時

場所・事項

参  加  者

常任委員会の行政視察の報告

総務委員会

文教民生委員会

▲金沢市

▲市川市

▲坂井市

▲長岡市　子育ての駅「てくてく」
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

議会からのお知らせ
●次回の定例会は１２月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23－3913　FAX23－3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
平成２４年度観音寺市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定（反対１人）

平成２４年度観音寺市競輪事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

平成２４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 〃

専決処分の承認について（平成２５年度観音寺市一般会計補正予算（第２号）） 承　認（反対３人）

観音寺市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 原案可決

観音寺市中小企業振興基本条例の制定について 〃

指定管理者の指定について（観音寺市総合コミュニティセンター） 〃

平成２５年度観音寺市一般会計補正予算（第３号） 原案可決（反対２人）

平成２５年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

平成２５年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２５年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２５年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第１号） 〃

工事請負契約の締結について（観音寺市新庁舎建設工事（建築主体）） 同　意（反対１人）

工事請負契約の締結について（観音寺市新庁舎建設工事（電気設備）） 同　意

工事請負契約の締結について（観音寺市新庁舎建設工事（機械設備）） 〃

平成２５年度観音寺市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

※陳情
国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める陳情書 不採択（賛成１）

※議提議案　
特別委員会の設置について 原案可決

観音寺市議会委員会条例の一部改正について 原案可決（反対５人）

※意見書案
地方財政の拡充・強化を求める意見書 原案可決

※決議案
高齢者の交通死亡事故抑止に関する決議 原案可決

●第３回（９月）定例会

◆委 員 長　石 山 秀 和 　　　◆副委員長　五 味 伸 亮

◆委　　員　楠 井 泰 功 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　篠 原 重 寿 　　　◆　　〃　　　井 上 浩 司

◆　　〃　　　大 平 直 昭 　　　◆　　〃　　　詫 間 　 茂


